
電力設備を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）
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2017 1
16～

17

その際誤って高圧電流のブレーカーを操作したため、店舗全体の電

気が遮断された。 焦って再度復旧させようとした際に高圧電流が体

内に流れ感電し、左腕の指先から肘にかけて電撃傷を負った（心臓

への通電はない）。

39 140201 13

10

～

29

2017 5
9～

10

動力計器取替工事中、既設計器取り外し後、新設計器取付作業に着

手し、計器一次側より白相、赤相の順に差し込み、最後に黒相を差

し込もうとしたが、黒相の電線が斜めに曲がっていたため左手で計

器を少し前方に傾け、右手で黒相電線を持ったまま計器電線挿入口

を覗き込んだところ、計器の二次側ビスに電線が接触したと思わ

れ、アークが発生し短絡した。 そのアークにより顔面に火傷を負っ

た。

48 30301 11

10

～

29

2017 5
10～

11

下水処理施設の2階にある受変電設備を点検中、クランプメーター

のリード線が変圧器の充電部に接触した。 その際、発生した火花が

被害者の右前腕に当たり、熱傷を負った。

68 170209 13

10

～

29

2017 6
17～

18

製品検査作業場において、始動器盤の上部を脚立を使用して電線取

り外し作業中、本来であれば、電源を遮断して作業を実施するとこ

ろ、電源が入ったままの状態で盤内の通電箇所（銅帯部分）に両腕

が接触し、440V電圧に感電して火傷を負い、感電ショックによる意

識混濁となった。

25 11401 13

300

～

499



2017 7
10～

11

鉄筋コンクリート造5階建て住宅棟建設工事現場で、防犯カメラシ

ステムの配線工事中、誤って分電盤内に接触し、感電した。
24 30203 13

1～

9

2017 7
9～

10

埋立地において、電気工事の資格を有する者が立会いのもと、変圧

器の交換設置をし、電源をONにして稼動確認が出来たため、作業

を完了した。 作業完了のため、電気工事の資格を有する者は帰った

が、残務作業のため残っていた作業員が、自己判断により変圧器側

面についているカバーのボルトを右手で触ってしまい、感電して右

手関節部から手先に受傷した。 （電流6,000ボルト、専用手袋着

用）

50 30203 13

10

～

29

2017 11
9～

10

配電盤（空調動力盤）を2階機械室に搬入する際に、ビニールで養

生されたまま横倒しにして、ナイロンスリングを用いて吊り上げな

がら、平行移動した。 2階ステージ上に来た際、ナイロンスリング

が外れ、配電盤が2mの高さから落下し、ステージの手摺りに当

たった。 その後配電盤が被災者の方に倒れて来たので、受け止めよ

うとしたが重さに耐え切れず配電盤の下敷きとなった。

22 30302 4
1～

9

2017 11
9～

10

工場構内にて、ケーブル導通試験を実施し、配線チェッカーを配電

盤内サーマルリレーに取り付けなければならないところを、誤って

ブレーカー一次側に接触させ短絡アークにより両目を火傷した。

32 30301 12

10

～

29

2017 12 19~20

勤務する野菜調理場（野菜部）にて、野菜切断機では商品（葉物）

の価値が落ちるため、包丁とまな板を保管場所に取りに行く途中、

調理台の間を曲がった際に、調理台の横にキャスター付きの運搬車

があり、その台車に躓き転倒し、コンクリート床面で左膝を打撲し

た。

69 10109 2

300

～

499

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
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